
日本臨床発達心理士会千葉支部 2022年度地域研修会のお知らせ 

 

千葉支部東総地域研修会 
 

日時 2022年 8月 28日(日)  13時 30 分～16時 30 分  

会場 旭市民センター内 市民会館・１F会議室 

      千葉県旭市二番地 2787-1  JR総武本線旭駅から約 1.1km 

国道 126号線 旭市タイヤ館の十字路を銚子方面から進んで左折 

千葉支部会員向け研修会(他支部からの参加はできません)  

  事前参加申込が必要、定員 30名、参加費無料、研修ポイント１ポイント 

  感染対策を徹底したうえで、対面形式で行う 

講師 根本 浩晃 先生（千葉県立銚子特別支援学校） 

鈴木 春雄 先生（千葉県立栄特別支援学校） 

小田島 和枝 先生（東金市簡易マザーズホーム嘱託） 

要旨 

 本研修会は、地域研修会として千葉県東総地域の支援の充実を目指して行うものである。 

千葉県では、特別支援教育のさらなる充実を図るため、令和 4年 3月に「第 3 次千葉県特別支援教育

推進基本計画」及び「第 3 次県立特別支援学校整備計画」が策定された。計画期間は、令和 13 年度

までの 10年間である。 

 重点項目の 1 つとして、幼児期から成人期までの切れ目のない支援体制の充実がうたわれ、特別支

援学校の機能の充実があげられている。 

 県の計画を受け、特別支援学校における通級による地域支援が開始されている。また、医療的ケア

を必要とする子どもたちへの支援体制が整ってきている。幼児期からの支援の情報も含め、地域の取

組についての理解を深め、臨床発達心理士として子どもの支援にどのように関わっていくべきかを、

コロナ禍の現状も踏まえ検討する。 

尚、本研修会は感染対策を徹底したうえで、対面形式で行う。 

 

〇参加方法 

 ◆千葉支部会員向け研修会で事前参加申込が必要です。 

  申込受付期間 2022 年７月 15 日(金)より 8 月 10 日(水)まで。先着順に受け付

け、定員になりしだい締め切りといたします。 

大槻美智子まで、会員番号、所属、当日連絡可能な電話番号、氏名を明記のうえ、メールで申し

込んでください。 申込み先メールアドレス otsukitmym1960@kve.biglobe.ne.jp 

 ◆2022 年度までおよび以前の会費が未納の方は参加できません。不確かな場合は必ず申込前に 

日本臨床発達心理士会マイページからログインして、会費納入状況を確認してください。 



２０２２年度 千葉支部地域研修会報告     ―東総地域研修会― 

 

 本研修会は、地域研修として東総地域の支援の充実を目指して千葉支部発足時から行い、今回で

１４回目となります。コロナ禍の中で、昨年・一昨年と中止となっていましたが、今年度は感染の

予防に配慮しながら 3年ぶりに対面で行うことができました。以下、概要を報告いたします。 

 

■日時＊2022年８月 28日（日）13時 30分～16時 30分 

■会場＊ 旭市民センター内 市民会館・１F会議室 

■研修テーマ「幼児期から成人期までの切れ目のない支援の充実を目指して」 

■講師 根本 浩晃 氏（千葉県立銚子特別支援学校） 

鈴木 春雄 氏（千葉県立栄特別支援学校） 

小田島 和枝 氏（東金マザーズホーム嘱託） 

 

  千葉県では、特別支援教育の更なる充実を図るため、令和４年３月に「第３次千葉県特別支援

教育推進基本計画」及び「第３次県立特別支援学校整備計画」が策定されました。計画期間は、令

和１３年度までの１０年間です。重点項目の 1つとして、幼児期から成人期までの切れ目のない支

援体制の充実がうたわれています。 

まず、根本氏から「県立特別支援学校における『通級による指導』について」と題して、銚子特

別支援学校の取組について講話をいただきました。平成２６年度に「センター的機能の充実」に関

する研究指定を受け、平成２７年度から肢体不自由の「（児童生徒の在籍校に出向いての）通級に

よる指導」を開始。令和３年度からは、視覚・聴覚・病弱についても開始されたとのことでした。

東総地域４市３町の子どもたちが対象となっており、令和４年度は２０名の児童生徒が週１時間

（小学校４５分、中学校５０分）自立活動の指導を受けているとのことでした。（肢体不自由で１

５名、視覚障害で５名）指導開始までの流れや実際の指導の実際についてもお話いただき、特別支

援学校のセンター的機能の一環としての「通級による指導」が、支援を必要としている児童生徒に

とってかけがえのない存在になっていることを学ぶことができました。 

次に、鈴木氏からは、「切れ目のない支援の充実を目指して～センター的機能を通して～」と題

して講話をいただきました。特殊教育から特別支援教育へ転換が図られる中、当時特別支援学校に

おける地域支援コーディネーターを任された鈴木氏の体験を交えた貴重なお話を伺うことができ

ました。様々な対場の専門家が、夜自主的に研修の場を作り熱く語り合った「YAPPE（やっぺ）の

会」のこと。県の特別支援教育基本計画の変遷。栄特別支援学校における「医療的ケアを必要とす

る幼児児童生徒への支援の充実」に関する取組についてなどもお話いただきました。ICTを活用し

た交流及び共同学習、パラスポーツや文化芸術活動を通した交流及び共同学習など大変興味深い内

容でした。 

最後に、小田島氏からは「乳幼児期の支援 マザーズホームでの療育」と題して、マザーズホー

ムでの乳幼児期の支援についての講話をいただきました。マザーズホームとはどのような支援の場

か、利用までの流れ、保育のねらい、どのように個別の支援計画を作りどのように実際の支援が行

われるのかを具体的にお話いただきました。支援を必要としている親子にとってのかけがえのない

場であることが実感できました。 

参加者からは、「自治体の施策の特徴もわかり大変勉強になりました。」という感想をいただくな

ど、充実した研修を行うことができました。参加人数は、１２名でした。 （文責 大槻 美智子） 


